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研究成果の概要 

ミトコンドリアの役割はエネルギー産生だけにとどまらず、非常に多岐に渡り、細胞機能の制御に大

きく関わる。ミトコンドリアの質および量は細胞間で異なり、細胞の表現型・機能・個性に大きな影響

を与えている。従って、ミトコンドリアの質と量を制御する事ができれば、従来の生体機能評価法とは

全く異なる新しいアプローチから生体機能を解析する事が可能となる。本研究では、ミトコンドリアを

人工的に宿主細胞に共生させ、細胞機能を転換 （ミトコンドリアの質・量による制御）する革新的ナ

ノテクノロジー基盤を開発する。具体的には、ミトコンドリア共生用人工ナノカプセル 【Trans MIT】

の創製を到達目標とし、細胞内共生によって真核細胞を爆発的に進化させた【ミトコンドリア】を細胞

性質の転換材料として活用する【新しい細胞内生物学】の創発を究極の目標に据える。 

2022 年度は、『ミトコンドリア機能不全疾患の治療技術』を中心に研究を進め、変異型 mtDNA を保

有する疾患細胞（宿主細胞）に正常型 mtDNAを有するミトコンドリアを導入するミトコンドリア治療の

技術開発を進めた。具体的には、正常型 mtDNA を有するミトコンドリア成分を内封したナノカプセル

TransMIT を構築し、疾患細胞ミトコンドリアへ送達し、ミトコンドリア機能の指標の一つである酸素

消費速度を測定した。その結果、Trans MIT投与後の細胞の酸素消費速度を有意に増加させることを確

認した。また WST-1 を用いた毒性試験により、細胞に対して Trans MIT は低毒性であることが示され

た。現在、TransMIT の物性の詳細な評価を行い、2023 年度の成果として論文への投稿準備を進めてい

る。 
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